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「エベレスト街道から眺める山々、ミャンマー最高峰カカボラジ

（5,881m）の道」 

 

NHK スペシャル〈 幻の山 カカボラジ～アジア最後の秘境を行く（2014 年）〉登山

隊長、 山岳ガイド、登攀クラブ蒼氷、エベレスト（8,488m）9 回登頂  

倉岡 裕之 

 

倉岡裕之さんのホームページ及び Biography | 倉岡裕之・高所登山ガイド (hiroyuki-

kuraoka.com) から転載し、編集しました。（編集責任：雲南懇話会 前田栄三） 

 

1． プロフィール 

 1961 東京都で生まれる。その後、千葉県我孫子市に移り、小中学生時代を過ごす。 

 1976 中学 3年のときに独学で登山を始める。 

 1983 ネパールで初めてのヒマラヤ登山 

 1984 ベネズエラのエンゼルフォールの登攀に成功 

 1985 映画「植村直己物語」のスタッフとして、北米アラスカに入る。 

世界 7大陸最高峰の一つである北米最高峰デナリに登頂。エベレストを初めて

訪れる 

 1996  ヒマラヤの高峰での仕事を始める 

 2003  8000 メートル峰のガイドが本格化する 

 2004  ガイドとして臨んで、エベレスト初登頂 2006 世界 7大陸最高峰の登頂を

ガイド側で達成 

 2013 プロスキーヤー、三浦雄一郎のエベレスト遠征に登攀リーダーとして参

加。当時 80歳の登頂を成功に導く 

 2018 エベレスト 9回目の登頂を果たす 

 2019 三浦のアコンカグア遠征に参加 

 

 

2． 年代別主なガイド歴  （一部登攀歴を含む） 

 1984 年 11 月 23 日 – サルト・アンヘル（エンジェルフォール）[左壁]

（未踏ルート/ベネズエラ）初登攀（木本哲,小林春好,倉岡裕之） 

この登攀はテレビ東京「驚異・失われた世界」で放送された。 

https://hiroyuki-kuraoka.com/biography
https://hiroyuki-kuraoka.com/biography


 1985 年 4 月 – マッキンリー（6,194m/アメリカ）登頂 

（植村直己物語撮影隊:木本哲,倉岡裕之他） 

 1985 年 5 月 – マッキンリー南壁アメリカンダイレクト、アルパインスタ

イル第３登（木本哲,倉岡裕之） 

 

 2003 年 9 月 27 日 – チョ・オユー（8,201m/チベット）無酸素ガイド登頂

（ヒマラヤンエクスペリエンス隊） 

 2004 年 5 月 23 日 – エベレスト[北稜]（8,848m/チベット）ガイド登頂

（ヒマラヤン・エクスペリエンス隊） 

 2005 年 1 月 12 日 – ヴィンソン（4,897m/南極大陸）ガイド登頂 

 2006 年 10 月 2 日 – チョ・オユー（8,201m/チベット）ガイド登頂（ヒマ

ラヤンエクスペリエンス隊） 

 2007 年 3 月 26 日 – カルステンツ・ピラミッド（4884m/インドネシア）ガ

イド登頂。七大陸最高峰登頂 

 2007 年 5 月 22 日 – エベレスト[北稜]（8,848m/チベット）ガイド登頂

（ヒマラヤン・エクスペリエンス隊:倉岡裕之） 

このとき同時登頂した柳沢勝輔はエベレスト登頂世界最高齢記録更新（71

歳 61 日）[1] 

 2008 年 5 月 21 日 – マナスル（8,163m/ネパール）ガイド登頂 

 2009 年 5 月 23 日 – エベレスト[南東稜]（8,848m/ネパール）ガイド登頂

（ヒマラヤンエクスペリエンス隊） 

 2009 年 9 月 28 日 – マナスル（8,163m/ネパール）登頂（ヒマラヤン・エ

クスペリエンス隊） 

 2010 年 5 月 22 日 – エベレスト[南東稜]（8,848m/ネパール）ガイド登頂

（ヒマラヤン・エクスペリエンス隊） 

 2010 年 10 月 3 日 – カメット（7,760m/インド）ガイド登頂 

 2011 年 5 月 20 日 – エベレスト[南東稜]（8,848m/ネパール）ガイド登頂

（ヒマラヤンエクスペリエンス隊） 

 2013 年 5 月 23 日 – エベレスト[南東稜]（8,848m/ネパール）ガイド登頂

（ミウラエベレスト 2013 隊：三浦雄一郎,三浦豪太,倉岡裕之,平出和也） 

このとき同時登頂した三浦雄一郎はエベレスト登頂世界最高齢記録更新

（80 歳 223 日）[2] 

 2013 年 9 月 25 日 – マナスル（8,163m/ネパール）ガイド登頂（ヒマラヤ

ンエクスペリエンス隊） 

 2016 年 5 月 20 日 – エベレスト[北稜]（8,848m/チベット）ガイド登頂

（倉岡ガイド隊） 



 2016 年 10 月 – チョー・オユー（8,201m/チベット）ガイド登頂（倉岡ガ

イド隊） 

 2016 年 12 月- ヴィンソン（4,897m/南極大陸）ガイド登頂 

 2017 年 5 月 27 日 – エベレスト[北稜]（8,848m/チベット）ガイド登頂

（倉岡ガイド隊） 

 2017 年 5 月 – デナリ（マッキンリー）（6,194m/アメリカ）登頂 

 2017 年以降・・・・・ 

 

 

３．山別・主なガイド  （登頂成功のみ、ヘリスキーなどは除く） 

 ◆エベレスト北側 5回、南側 4回（8848m ネパール・中国国境） 

 チョーオユー3 回（8201m ネパール・中国国境） 

 マナスル３回（8156m ネパール） 

 カメット（7756m インド） 

 ムスターグアタ（7546m 中国） 

 レーニン峰（7134m キルギスタン、タジキスタン国境） 

 スパンティーク（7027m パキスタン） 

 ハンテングリ峰（7010m カザフスタン、キルギスタン国境） 

 ◆アコンカグア 14 回（6962m・アルゼンチン：南米最高峰） 

 ▲オッホスデルサラード 2回（6893m・チリ最高峰） 

 アマダブラム(6812m・ネパール) 

 カンテガ(6782m・ネパール) 

 ワスカラン（6768m・ペルー） 

 チンボラソ３回（6268m・エクアドル） 

 ◆デナリ 個人登山も含め 5 回（6190m アメリカ合州国：北米最高峰） 

 ※南壁アメリカンダイレクト、アルパインスタイル第３登（個人的です 

 1985 年 ※1984 年映画「上村直己物語」山岳スタッフとして４月に登頂

(頂上の気温＝-60℃ !!!) 

 アイランドピーク(6189m・ネパール) 

 リカンカブール（5920m・ボリビア） 

 コトパクシ（5897m・エクアドル） 

 ◆キリマンジャロ 3回（5895m・タンザニア：アフリカ最高峰） 

 ◆エルブルース 10 回以上（5642m・ロシア：ヨーロッパ最高峰） 

 オリサバ 2 回（5636m・メキシコ） 

 ポポカテペトル（5426m・メキシコ） 

 ▲ディクタウ（5205m ロシア : ヨーロッパ第２の高峰） 



 ▲ケニヤ山最高峰バティアン 6回（5199m・ケニヤ） 

 ケニヤ山第二高峰ネリオン（5188m・ケニヤ） 

 ルウェンゾリ（5109m・ウガンダ） 

 ピコボリーバル（5007m ベネズエラ最高峰） 

 ◆ビンソン 7回（4892m・南極 : 南極最高峰） 

 ◆カルステンツピラミッド 7 回（4884m・パプア、インドネシア：オース

ラレイシア最高峰） 

 ウシュバ（4710m・グルジア） 

 フィテン ２回（4374m モンゴル、ロシア、中国国境：モンゴル最高峰）

（１回はスノーボード滑降） 

 ポベーダ（3000m 強・ロシア：東シベリア最高峰） 

 ネブリナ（3014m ベネズエラ、ブラジル国境：ギアナ高地最高峰、ブラジ

ル最高峰） 

 ロライマ 5 回以上（2810m、ベネズエラ、ブラジル、ガイアナ国境：ギア

ナ高地） 

 チマンタ（2550m ベネズエラ：ギアナ高地）世界初登頂 

 アウヤンテプイ ３回（2535m ベネズエラ：ギアナ高地）※因みにエンジ

ェルフォール初登攀です(1984 年)。テレビ東京 

 コジオスコ（2228m・オーストラリア） 

（※◆はセブンサミッツ、▲は第二セブンサミッツ） 

 

 

3． プロフィール・補記 

エベレストを中心に高峰登山ガイドを続ける倉岡裕之。 

酸素は地上の 1/3 という生命の維持すら難しい標高 8,000m のデスゾーンで、

登山者を安全にガイドする。そんな人の理解を超える困難な仕事に 15 年以上

も携わり、すでにエベレスト登頂は 9回を数える。 

仕事柄、記念すべき 10 回目の世界最高峰登頂も目前だったが、それに待った

をかけたのは新型コロナウィルスによる世界的なパンデミックだった。 

感染対策で海外渡航が閉ざされれば、高峰登山ガイドは完全にお手上げだ。そ

れならば、ということで倉岡が若き日に通った北アルプス穂高連峰に向かっ

た。 

以 上 

 


